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入学者選抜学力検査問題

基礎科

注

1 試験開始の合図まで,この問題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

事項

2 問題冊子の枚数は,表紙,草稿用紙を含めて5枚です。

目

3 問題冊子とは別に解答用紙が3枚あります。

じ情報・知能工学専攻)

4 問題は3 問あります。全問解答してください。

5 試験開始の合図の後すぐに,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記入してください。

解答は必、ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記入してください。解答用紙の裏面には解答を記
入しないでください。

6

7 落丁,乱丁,印刷不鮮明の箇所などがあれぱ,ただちに申し出てください。

8 問題冊子の余白は草稿用として使用しぐも構いません。

9 試験終了時刻まで退出してはいけません。

10 問題冊子は持ち帰ってください。

意
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a)この 2 階の微分方程式を空=yとおいて行列Aを用いて 1 階の連立微八方程

行列Aを求めよ式二圃→f1峽換す◆

( 2 ) a)で求めた行列A の 2 つの固有値入.,λ.(λ.之入2)と対応する圖有縦べクトル

伍,切*求松。*だ、,"有縦べ外ル"円゛表され祉す◆('は実数)。

( 3 ) a)で求めた行列Aを対角化する変換行列Pを適切に設定し,変換行列Pを用

いて行列Aを対角行列Dに変換する計算過程を示せ。

0

( 4 ) (3)で求めた対角行列Dを用いて

し,χ(の= 0,y(の= 2とする。
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, 連立微分方程式一目"'目*解け。 ただ

答えよ下の問関して] こ、し1[
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[ 2 ] 1 から 6 の目が書かれた 6 面のサイコロにっいて,3

に投げる。以下の問いに答えよ。ただし,サイコロには歪み

答えが分数になるときは,既約分数で答えよ。

a) 出た目がすべて異なる確率を求めよ。

(2)出た目の和が 6になる確率を求めよ。

( 3 ) 出た目の最大値が4である確率を求めよ。

( 4 ) 3つのサイコロを同時に投げる操作を2回行ったとき

とも同じ目が出る確率を求めよ。

(5) 3つのサイコロの出た目の和の期待値と分散を求めよ。
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つのサイコロを同時

がないものと t る。

, 少なくとも 1回は 3つ
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それぞれ C(D, S(D, i E (A,B,d で表す。また, C(A)= 10, C(助=フ, C(の= 3 である
コッフ゜ らコッフ゜力 を移動させる手続き)

,

と定義し,以下に示すルールに従って水を移動させるものとする

コップiか

ノレーノレ 1

ノレーノレ 2

らコップjに水を移動させるとき ,

S(0 = 0 もしくはSq)= Cσ)であれぱ移動できない。

S(i)と Cq)-S⑦のうち少ない量を移動させる。

また,コップ iの水を口

せる手続きをΦ演算子

以下の問いに答えよ。

a) S(A)= 9, S(B)= 0, S(の= 0 のとき

れぞれのコップの水量を答えよ。

( 2 )

ツプjに移動させた後にコップkの水をコップιに移動さ

を用いて P(i,j)田 P{k, D, i,j, k,1 E 仏, B, C}, i = j, k 字 1 と表す。

S(A)= 9, S(助= 0, S(の= 0 のとき,コップA,

つた状態にする最小の手続きを手続きPとΦ

ある

新しい手続き X を X =P(A,B)田P(B,の●P(C,A)と定義する。ただし,過去の各コ
ツプの水量の履歴を手続きPを実行するたびにすべて保存しておき,手続きに

よって過去の履歴中の水量と同じ結果になる場合にはその手続きを実下せず,
スキツプする。また,手続きXの実行中にコップの水量が目的の水量になたと
きに手続きXを終了する。
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( 3 )

手続き P(A,B)ΦP(B,C)を実行した後のそ

0

S(A)= 10, S(B)= 0,

の水量を答えよ。

( 4 ) S(A)= 10, S(B)= 0, S(の= 0 のとき,コップ A, Bにそれぞれ水が 5だけ入った

状態にするには手続きXを何回実行する必要があるか答えよ。また,この
とき手続きPは何回実行されるか答えよ。

B, Cにそれぞれ水が 3だけ入

を使って表せ。

S(の= 0 のとき , 手続きXを2回実行したときの各コップ

る水量を

そして

とコッフ個のコッフ゜ コツA

ノ羊ι
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0

3 、力CB

ノι


